
  

 
 

                 化 学 物 質 等 安 全 性 デ ー タ シ ー ト 

作成：2011.3/31 

 

【１．製品及び会社情報】 

製品名     ： パーカシット ＺＤＢＣ 

会社名     ： 株式会社テスコ 

住所      ： 東京都千代田区岩本町 3－10－13 幸ビル２F 

担当部門    ： 営業部 

  担当者      ： 玉置 隆明  

   電話 FAX番号  ： TEL: 03-5835-2365     FAX: 03-5835-23 

 

【２．危険有害性の要約】 

ＧＨＳＧＨＳＧＨＳＧＨＳ分類分類分類分類    

（物理化学的危険性）            

火薬類                              「分類対象外]     

可燃性・引火性ガス                        「分類対象外]        

可燃性・引火性エアゾール                     「分類対象外]   

支燃性・酸化性ガス                        「分類対象外]   

高圧ガス                             「分類対象外]   

引火性液体                            「分類対象外]   

可燃性固体                            「分類できない]   

自己反応性物質及び混合物                     「分類対象外]   

自然発火性液体                          「分類対象外]   

自然発火性固体                          「区分外]     

自己発熱性物質及び混合物                     「分類できない]  

水と接触して可燃性・引火性ガスを発生する物質及び混合物      「区分外]   

酸化性液体                            「分類対象外]     

酸化性固体                            「分類対象外]    

有機過酸化物                           「分類対象外] 

金属腐食性物質                          「分類できない] 

（健康に対する有害性） 

急性毒性（経口）                         「分類できない] 

 急性毒性（経皮）                         「分類できない] 

急性毒性（吸入：ガス）                      「分類対象外] 

急性毒性（吸入：蒸気）                      「分類できない] 

 急性毒性（吸入：粉塵、ミスト）                  「分類できない] 



  

 
 

 皮膚腐食性・刺激性                        「区分外] 

 目に対する重篤な損傷・目刺激性                  「区分外] 

 呼吸器感作性                           「分類できない] 

皮膚感作性                            「区分１] 

 生殖細胞変異原性                         「分類できない] 

 発がん性                             「分類できない] 

 生殖毒性                             「分類できない] 

標的臓器・全身毒性（単回暴露）全身毒性              「分類できない] 

 標的臓器・全身毒性（反復暴露）                 「区分２] 

 吸引性呼吸器有害性                        「分類できない] 

（環境に対する有害性） 

 水生環境有害性（急性）                     「区分１] 

 水生環境有害性（慢性）                     「区分１] 

ＧＨＳＧＨＳＧＨＳＧＨＳラベルラベルラベルラベル要素要素要素要素    

        シンボルシンボルシンボルシンボル        

                       

 

注意喚起語      [警告]        [警告]        [警告] 

 危険有害性情報  ： ① アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ 

② 長期にわたる又は反復暴露による臓器（腎臓、肝臓）の障害の 

おそれ 

③ 水生生物に非常に強い毒性 

④ 長期的影響により水生生物に非常に強い毒性 

注意書き  

「安全対策」：① すべての安全注意（ＭＳＤＳ等）を読み理解するまで取り扱わない事。 

② この製品を使用する時には、飲食または喫煙をしない事。 

③ 取扱い後は手などをよく洗う事。 

④ 汚染された作業衣は作業場から出さない事。 

⑤ 保護手袋、保護眼鏡、保護面、保護衣、呼吸保護具を着用する事。 

⑥ 屋外又は換気の良い場所のみで使用し、ミスト、蒸気の吸収を避ける事。 

⑦ 皮膚への接触を避ける事。 

⑧ 環境への放出を避ける事。 

「応急措置」： ① 飲み込んだ場合、口をすすぐ事。 



  

 
 

② 気分が悪い時は、医師に連絡する事。 

③ 吸入した場合、被災者を空気の新鮮な場所に移動し、呼吸しやすい姿勢で 

休息させる事。 

        ④ 皮膚についた場合、多量の水と石鹸で洗う事。 

⑤ 皮膚刺激または発疹が生じた場合は、医師の診断・手当てを受ける事。 

⑥ 汚染した衣類は、再使用する前に洗濯する事。 

⑦ 目に入った場合、水で数分間注意深く洗う事。コンタクトレンズを使用し 

ている時には、容易に外せる場合には外す事。その後、洗浄を行う事。 

        ⑧ 目の刺激が続く場合は、医師の診断・手当てを受ける事。 

⑨ 漏出物を回収する事。 

保管  ： 保管場所に施錠をする事。 

廃棄  ： 内容物や容器を、都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に廃棄を 

      委託する。   

 

【３．組成・成分情報】 

組成物                    CAS No.     含有量（％）  

ジブチルジチオカルバミン酸亜鉛           136-23-2        96 - 99  

  官報告示整理番号 ： （２）－２１２２ 

  白灯油                   8042-47-5            1 - 2 

  

【４．応急措置】 

吸入した場合 ： 

① 吸入した場合、被災者を空気の新鮮な場所に移動し、呼吸しやすい姿勢で 

休息させる。 

② 気分が悪い時は、医師に連絡する。 

皮膚に付着した場合 ： 

① 皮膚についた場合、多量の水と石鹸で洗う。 

② 汚染した衣類は、再使用する前に洗濯する。 

③ 皮膚刺激または発疹が生じた場合は、医師の診断・手当てを受ける。 

目に入った場合 ： 

 ① 目に入った場合、水で数分間注意深く洗う事。コンタクトレンズを使用し 

ている時には、容易に外せる場合には外す事。その後、洗浄を行う。 

 ② 目の刺激が続く場合は、医師の診断・手当てを受ける。 

飲み込んだ場合 ： 

① 飲み込んだ場合、口をすすぐ。 

② 気分が悪い時は、医師に連絡する。 



  

 
 

医師に対する特別注意事項 ：  

① 症状にそった処置をする。 

② 飲み込んだり、吸入したりあるいは皮膚吸収に晒された場合には、アルコールを 

受け付けなくなる原因となる事がある。(酒止め効果)  

     

【５．火災時の措置】 

  引火点    ： １０８℃ 

  引火点測定法 ： タグクローズドカップ法（ＴＣＣ） 

  自己発火点  ： ４００℃ 

  最低爆発限界（LEL）  ： ２０ｇ／ｍ３ 

  最大爆発限界（UEL）  ： データなし 

  消火剤         ： 水霧、泡、二酸化炭素、ドライケミカル 

  使ってはならない消火剤 ： 棒状水の使用は、火災を拡大し危険な場合がある。 

火災時の特定危険有害性 ： 本製品が火災にあった場合、一酸化炭素・ＮＯｘ・ＳＯｘ等 

の有害ガスの発生が起こることがある。 

  特有の消化方法     ： ① 安全な距離そして防護の出来ている場所から消火作業を 

                  行う。関係者以外の立ち入りを禁止する。 

            ② 火災に晒された表面を冷却する為水霧を使用する。 

③ 火災での分解物は、有毒ガスを生成する。 

④ 流出した水が、排水溝など公共施設に流れ込まない 

ようにする。 

消火を行う者の保護    ： 消防士は、十分な防護性そして送気式呼吸装置の完備した 

防護衣を着用する。 

     

【６．漏出時の措置】 

    人体に対する注意事項 ： 作業に際しては、風下を避け、保護具を着用するなどして、       

               粉塵や蒸気を吸入したり、皮膚に付着しないようにする。 

  環境に対する注意事項 ： 粉塵が、下水道・河川等に流出し、二次災害・環境汚染を 

               起こさないよう注意する。 

除去方法       ： ① 目、皮膚及び衣服を防護する為、防護性の高い保護具を着 

用する。 

                          ②  粉塵の発生を避ける。 

③ スコップ、箒又はシャべルで集め、廃棄用の密閉性の 

ある容器に入れる。 

            ④ 毀れた場所を隔離し、摩擦・衝撃・熱・電源を取り除く。 

            ⑤ 水の使用によって毀れた製品を広げてはならない。 



  

 
 

  二次災害の防止策   ： 特になし  

 

【７．取り扱い及び保管上の注意】 

 取扱い 

 （技術的対策）        ① 皮膚、目、作業衣に付着しないよう注意する。 

            ② 暴露防止の為、保護具を着用して作業を行う。  

 （局所排気・全体換気）  局所排気・全体換気等適切な換気ができないところでは            

             取り扱わない。 

（注意事項）         ① 仕事が終わった後、石鹸を使用し手などを洗う。  

作業着は毎日他の衣服と別に洗濯する。 

② 飲食、チューインガム、喫煙、トイレの前に手を洗う。 

           ③ 粉塵の発生を避け、粉塵を吸わないよう注意する。 

              ④ 梱包材を再使用してはならない。 

                   ⑤ 使用しない製品は、梱包材に保管する。 

⑥ 使用しない時には、梱包材を密閉しておく。 

保管  

（適切な保管条件）      冷乾燥場所、又、換気の良い場所に保管する。 

  （技術的対策）        ① 強酸化剤から離して保管する。 

② 直接太陽光に晒さないよう注意する。 

  安全な容器包装材料 ： 一般的な梱包材料を使用できる。 

 

【８．暴露防止及び保護措置】 

  設備対策      ： ① 本製品使用において爆発限界で空気汚染を制御する為に、 

                局所用の換気装置を使用する。 

② 適切な換気が、爆発限界以下に粉塵濃度を保つ事ができる。 

③ 換気システムからの排気が、大気汚染防止法に遵守できる。 

④ 発火源を取り除く。 

   管理濃度      ： 設定されていない。  

 

許容濃度        

 日本産業衛生学会 ： 第３種粉塵（その他の無機及び有機粉塵）として 

            吸入性粉塵；2mg/m３、総粉塵；8mg/m３ 

OSHA            ： 吸入性粉塵；5 mg/m3、総粉塵；15 mg/m3 

      ACGIH      ： 他に分類されない不溶性粒子（ＰＮＯＣ）として 

            吸入性粉塵；3mg/m３、総粉塵；10mg/m３ 

  保護具  



  

 
 

呼吸器の保護    ： 製品の吸入に晒される状況下では、適切な呼吸保護具を着用 

            する。防塵マスク又は簡易防塵マスク 

手の保護      ： ① 標準の工場作業用のゴム手袋を着用する。 

            ② 全ての清潔で浸透性のない手袋であれば問題がない。 

目の保護       ： 接触に対する保護の為、安全眼鏡やゴーグルを着用する。 

   皮膚及び身体の保護 ： ① 通常の作業衣及び安全靴を着用する。 

               ② 再使用する前に汚れた作業衣を洗濯する。     

       

【９．物理的及び化学的性質】 

     形状     ： 粉 

   色      ： オフホワイト 

臭い     ： 微か 

pＨ      ：  データなし 

比重     ： １.２７（２０℃） 

     密度     ： １２７０Ｋｇ／ｍ３    

   嵩密度    ： ３３０－３７０Ｋｇ／ｍ３（２０℃） 

     融点     ： １００℃ 

   沸点     ： ２９６℃ 

蒸気圧    ： ５．８Ｅ－０．１１ｍｍＨｇ（２５℃）  

蒸気密度   ： データなし 

水への溶解性 ： ０．０１ｍｇ／ｌ（２５℃） 

    溶解性    ： ベンゼン、二硫化炭素、油脂やアセトンなどの有機溶剤に可溶 

  粘度     ： データなし 

    その他    ： 亜鉛含有量 ＝ １３．５－１４．８％ 

    分子量    ： ４７４．１ 

    分子式    ： C18H36N2S4-Zn 

      分配係数   ：  ｌｏｇ Ｐｏｗ＝７．０４ 

   分解温度   ： データなし 

【１０．安定性及び反応性】 

安定性           ： ① 室温で梱包材に密閉してあれば安定である。 

             ② 通常の取扱い、使用及び輸送下で安定である。 

重合の危険性     ： 重合しない 

  避けるべき条件        ： ① 液体塩素や濃縮した酸素等の強酸化剤との接触を避ける。 

               ② 熱・スパーク・火との接触を避ける。 

  避けるべき材料    ： 強い酸化剤、酸 

  危険有害な分解性生物 ： 一酸化炭素、ＮＯｘ、ＳＯｘ、毒性のある亜鉛の蒸気 



  

 
 

  追加情報       ： 現在のところ有用な情報なし 

 

【１１．有害性情報】 

    急性経口毒性       ： ラット（経口 LD50） ＞ ５０００ ｍｇ/ｋｇ 

              分類できない 

急性経皮毒性       ： ウサギ（経皮 LD50）  ＞ ２０００ ｍｇ/ｋｇ 

            分類できない 

急性吸入毒性    ： データなし 

            分類できない 

臓器/暴露の     ： 経皮－皮膚、吸入 

基本的ルート 

摂取         ： ① アルコールを受け付けなくなる原因となる事がある。 

(酒止め効果)  

              ② 頭痛、めまい、むかつき、吐き気、胃腸への刺激を起こす 

             事がある。 

           ③ 飲み込んだとしても実際には無毒である。 

皮膚腐食性/刺激性   ： ① アレルギー皮膚反応を起こす事がある。 

           ② 長期の接触で脱脂症状を起こすことがある。 

              ③ 区分外 

 目に対する重篤な損傷： ① 目に中程度の刺激を与える事がある。 

 ・目刺激性        ② 症状としては、目が赤くなったり、はれ上がったり、痛み   

               が出たり、涙が出たりします。 

③ 区分外 

呼吸器感作性又は  ：  ① 本製品は、動物実験により、皮膚に対するアレルギー作用 

皮膚感作性         が認められた。 

           ② 区分１(皮膚感作性) 

生殖細胞変異原性  ： ① サルモネラ菌を用いたＡＭＥＳ試験の結果、陰性と報告 

              されている。 

            ② 分類できない 

  発がん性        ： ① 本製品及び０.１％あるいはそれ以上含有する成分は、 

発癌性リストあるいは発癌性の疑いのある製品リスト 

にも載っていません。 

              ② バクテリア及びイースト菌を使用した試験では、陰性で 

あった。 

            ③ 分類できない 

生殖毒性      ：   ① 動物実験において、生殖性あるいは出産後の発育に何の影響  



  

 
 

               も与えなかった。 

② 分類できない 

特定標的臓器/    ： ① データなし 

全身毒性（単回暴露）  ② 分類できない 

特定標的臓器/    ： ① １５匹ずつの雌雄のラットに、100,500,2500ppm を毎日１７ 

全身毒性（反復暴露）    習慣に亘って経口投与した試験では、高暴露(2500ppm) 

グループにおいて、体重の減少（雌）、食餌摂取量の減退、 

腎臓と肝臓の重量増加が認められた。 

            ② 区分２ 

吸引性呼吸器有害性  ： ① データなし 

             ② 分類できない 

               

【１２．環境影響情報】 

    魚類に対する急性毒性  ： ９６時間－ＬＣ５０（虹鱒）         : 520 mg/l 

                ９６時間－ＬＣ５０（ブルーギル）       : 880 mg/l 

    甲殻類に対する急性毒性 ： ４８時間－ＥＣ５０（ミジンコ）       : 0.74 mg/l 

    藻類に対する急性毒性  ： データなし  

  水生環境有害性（急性） ： 分類できない 

  水生環境有害性（慢性） ： 分類できない 

残留性/分解性      ： データなし 

   生体蓄積性       ： データなし 

土壌中の移動性     ：  データなし  

分配係数（オクタノール/水）： ＬｏｇＰ＝７．０４ 

 

【１３．廃棄上の注意】 

  製品の廃棄方法   ： ① 本製品は、有害性のない廃棄物になる。 

              ② 地方自治体の条例を遵守して廃棄する。 

           ③ 国及び地方自治体の法令により承認された廃棄処理業者 

             に委託する。 

梱包材料の廃棄方法 ： ① 国及び地方自治体の法令により承認された廃棄処理業者 

             に委託する。 

② 梱包材の再使用はしない。 

 

【１４．輸送上の注意】 

  国際規制 

   国連分類     ： ９ 



  

 
 

   国連番号     ： ＵＮ３０７７ 

   品名       ： ジブチルジチオカルバミン酸亜鉛 

    容器等級    ： Ⅲ 

    海洋汚染物質  ： 該当する 

  国内規制 

   陸上輸送     ： 消防法、毒劇物取締法の輸送規制に該当しない。 

海上輸送     ： 船舶安全法に基づいた表示と運搬方法が必要。 

   航空輸送     ： 航空法に基づいた表示と運搬方法が必要。 

  輸送の特定の安全対策及び条件  

            ： 容器（主に紙袋）が破損しないよう丁寧に扱う。 

              荷崩れや落下事故を起こさないよう、荷造りを十分にした上で 

              積み込む。 

              水ねれをを避け、直射日光が当らないようにする。 

  緊急時往診指針番号 ： １７１  低、中程度の有害性物質               

 

【１５．適用法令】 

化審法             ：  該当しない。 

化学物質排出把握管理促進法(PRTR)：  該当しない。 

労働安全法           ： 該当しない。 

毒物及び劇物取締法       ： 該当しない。 

消防法             ： 該当しない。 

船舶安全法           ： 危規則第２，３条危険物告示別表１、 

有害性物質 環境有害性 

海洋汚染防止法         ： 施行規則第３０条の２の３（危規則告示別表 

                  第１備考２（８）の基準を満たすもの） 

                  海洋汚染物質 

航空法             ： 施行規則第１９４条危険物第１項第９号 

                  その他の有害物質 環境有害物質 

港則法             ： 該当しない。 

道路法             ： 該当しない。 

水質汚濁防止法         ： 該当しない。 

下水道法            ： 該当しない。 

水道法             ： 該当しない。 

廃棄物処理に関する法律      ： 該当しない。 

外国為替及び外国貿易法     ： 輸出貿易管理令 

別表１の１６（キャッチオール規制）  



  

 
 

 

【１6．他の情報】 

  Hazard Rating System : 

       HMIS Classification    :  Health 1, Flammability 1, Reactivity 0 

       NFPA Rating         :  Health 1, Flammability 1, Reactivity 0 

   

   

   

 


